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＊Ｋ、πビームは法規制の対象か？

• 放射線障害防止法で規定する放射線
（１）　α、ｄ、ｐ、その他の重荷電粒子及びβ線
（２）　中性子線

（３）　γ線及び特性Ｘ線（EC壊変に伴うもの）
（４）　１MeV以上のエネルギーを有する電子線
　　　　及びＸ線

＊放射化の問題
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被ばく線量の推移（加速器研究施設職員）
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被ばく線量の推移
（素粒子原子核研究所職員）
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被ばく線量の推移（PS共同利用者）











床下土壌中の放射能濃度（ポイントＤ）
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土壌中に生成する放射性核種の評価方法

１．照射実験により中性子線量率と飽和放射能の換算係数を評価
　　　　　高速中性子及び熱中性子について評価
　　　　　実験値がないものは３０ｍｂとする
　　　　　半減期１日以上の核種のみ評価
　　　　　中性子スペクトルは１／Ｅとする
　　　　　含水率は３０％とする
　　　　　　　　　１１ｍＳｖ／ｈ　＝　３．７Ｂｑ／ｇ

２．モンテカルロ法を用いた計算コ‐ドＭＡＲＳで崩壊領域周辺の中性
子フラックスを計算し線量率を評価

３．中性子線量率と飽和放射能の換算係数を用いて土壌の飽和放射能
濃度（Ｂｑ／ｇ）を評価

４．運転期間、総陽子数を用いて運転終了時の
　　　　　放射能濃度を評価　　５年間運転、総陽子数：２Ｅ２０個





崩壊領域における中性子フルエンスの比較
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土壌中２２Ｎａ放射能濃度変化
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土壌中総放射能濃度変化
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１２ＧeＶＰＳの後始末

＊放射化物の再利用（J-PARC）
　　マグネット、鉄ブロック、コンクリートブロッ
ク、

　　実験機器等

＊膨大な量の放射化物の保管管理

　　ＰＳ施設の維持管理費用

＊廃止措置をとる場合は莫大な費用

＊クリアランス制度の導入に向けた準備



シールドコンクリート中の放射能濃度深度分布（ニュートリノビームライン）



１、高エネルギー加速器施設の
　　放射線安全管理
　　　＊ビームロスと中性子対策
　　　＊放射化
　　　＊施設の大規模化（安全設備の信頼性）
　　　＊共同利用者等の管理

２、J-PARCの特徴
　　　＊大強度ビーム（約１00倍）
　　　＊地元との安全協定
　　　＊KEKとJAEAの共同運営責任体制


